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取替 (replacement)1) とし寸用語は固定資産の単位全体の取替 (replacements
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brock and Hany Simons，品加畑ediafeAocounling， ConiprehenSlVe Volume， 1949， p.219，) 
2) William H， Chil山 ，Acc山叫ω，.gfur Manageme叫 Cuntrol，1960， p.266 
「その場合j 資産〔全体の耐用〕命数は，もっとも寿命の長い構成要素の命数であるとみなさ
れる。J(Carl T. Devin8， "A凶巴tCu:;t出 IUExpiratiun"， in Murton Backer (ed.)， Mude四
A"ω師向臼:gTheory， 1966， p. 147.) 
3) HOlller A. Black allu Juhn H， ChampiuII， Ac[叩叫時四 Busine5S Decisio間• ThI:Jury， 
M~thod ， a例dUse， 1961， p.551 
4) AH同 dM出品mll，I:料品川γy a1包dTrade. A S印 ayο'1Indu~trial TeGknique and BusineS5 
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1る現実的分析を参考にして， w資本論』第 2巻第8章第 2節で，つぎのよう
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ないと考えられるo このような理由により. r重要でない (rninoγ) (部分的〕
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37) Simons and Karrenbrock， op唱 cit" p. 426 
この方法は， r減価償却単位の〔統合耐用〕命数がその重要な諸構成要素の命数の加重平均で
あるJ(Devine， op. cit.， p.147.)ょう算出され，統合「開価償却率がそれぞれの部品に適用ざる
〈きであると考えられる〔個別償却〕車の加重平均を求める仕方で計算されるJ(Hu曲目d，op 
cit.， p. 333.)ことを拒否するものではないu 事実， rこの 〔方法〕は多数の大き止に車替可能
な部品について統合〔償却]串の設定に特に適合する。 (Childs，op. oit" p.268.) 
38) Rufus Wixon (ed.) ， Ac印刷加山，Handbook， 4 th ed.. 1965， p.16. 10-11 
39) SinlOns and Karrenbrock， op. cit. p. 126 
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44) Andrew D， Braden and Robert G. Allyn， Accou旬/ingPrinciples， 1963. p. 416 
45) H， A. Finney and Herbert E. Miller， Princitle.<; 01 ACCflUnli吋 . Iniermedw.ie. 5 th ed.， 
1958， p. 332 
広義の「修擢は 普通修繕と実体修繕(sub.dantieJleReparatuTen) とに区別される ω 後者
は現物形態での固定資本の部分的更新であるJ(Marx. a. a. 0.， S. 171.)が. r資産の小さな構
成要素を取替える費用もまた普通修繕[または小修繕(minOTT印刷rs)Jに含まれるYJ (Walter 
B. Meigs and Charles E JohnsoIl， Accouηting， 1962， p. 339.) その結果として，特別修繕ま
t，'は「大修樺 (majorrepairs) のほとんどは実際k完全に蹴価したよりったきな単位の部品の車
替であるという認識J(Moonitz and ]ordan， op. cit. p. 358.)が生ずる。
4fi) Mason and Davidson. op. &1/.. p. 346 
なお， r昔通修繕と特別臨繕とがともにこの方法に含まれうるJ (Wixon， op. cit.， p. 16-9.) 
が， ，では，普通修繕をはずして， も。ばら特~Ul多縛については，その推定宜出総額を均等国
分する方法を問題にしている。
47) W皿 on.oρωt.p. 16 .9 
48) 実際には. r耐用年数中にお付る価格変動のにより，新部品の原価は[旧部品のそれと較べて〕
かなり高いか，または低いかもしれなし、J (WiYon.ο.p r;zt.， p.16.10.)が ここでは 「もし
も取替コストほ原初原価と同じであるならばJ (Mason and Davidson， op. &it. p. 364.) と仮
定して，論を進めてし情。
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合計と常に相等しし、」明という関係が成立してし応。
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52) Mason and Davidson， op. cit" p. 364 
53) 一見すると，均等配分法は利益の「変動を人為的に平準イじするために企画された考案または方
策J(W. A. Paton and A. C. Littletoll， An lntroduaion 10 COJ'porate占印刷出ngStandards， 
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54) Mason and Davidson， op. citよp.365 
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た金額をあらわすということから， 出発しなければならない。 (Siegfried Tanoha.user und 
Kurt Matterne， Die Gru吋 mittel同 dersozialistischen InduslrM dcr DDR， 1960， S. 197.) 
とh寸見解にしたがい， rソ連の企業は〔原価マイナス残価ばかりではなく〉特別修糟〔支出総
額〕を資産の〔耐用〕命数全体に〔均等1配分することをおこな。ている。J(Robert H. Mills 
and Abbott L. Brown， "Soviet Economic Developments and Accountmg". The ]OU1初al
01 Acwuntanc;y， June 1966， p.43.) 
「この方法は，特且地帯には資産の損耗した部品の取替が含まれてし、るとし、う考えによって，


















やや高い抽象レベルにおし、て，合理化されるJ (Robert W. Campbell， Acco附 t叫 g 叩 50例"
E弔問叫ngand M，叩 1gement，1963， p.79.)が. r人々 は 資産が特別修繕されることが必要と
なるであろう度数のみならず，また〔特別〕修繕の価椿についても，誤った判断をするかもしれ
ない。J(lbid.. p. 79.) 
したがって， rとの構想の正しい履行には，予期される特別悼繕の量と価格の推定の追加的不
確実性からくる困難さがある。J(Mills and Brown， 0少叫 p.43.) 
55) Berg， op. cit. p. 488 
56) Wixon， op. cit.， p. 16・10
57) Berg， 0ア cit"p. 488 
58) Berg， op. cit.， p. 488 
59) Finney and Miller， op. cit" p. 333 
アメリカでは， r1954年 C内国歳入法改Eの時〕にj 企業は課税所得計茸に発生基準にもとず
き推定信繕費を控除することカ噌軍められるだろう ξ思われたがz控除として請求される金額の君
大きがわかった時 税務〔会計〕のために発生基準の修繕費は容認されなかった。J (Berg， op. 
cit.， pp. 488-89.)その結果，憧繕費についての「税務上の控除は， (現在でも〕もちろん，実際
支出を基準としている。J. (Woods， ot. cit.， p.114.) 
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却法による分以外0減何は生じないとみるかぎり) 負債性の (しかし， 普通
の減価償却法による分以外の減価が生じているにもかかわらず，ぞれ吾iFし〈
6ユ) Kosiol， a. a. 0.， S. 85 
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反映していないとし寸意味で， 準評価性の)特別修繕引当金を用いて， 年々。+1)♂-Flずつ前配分されあ したがって， それを普通の減価償却法による分
子)に加えた年々の引当金繰入額 (o+rC1';:-C1'-"5)は，重要部品$1の減価(C:5 l=tm*-t~ "p k 0) 51~~~Å1flj 一一
償却法またはその便法としての普通の減価償却法と均等配分法の組合せの場合
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をすることは，通常実行可能である。 (WilliamA. Paton and William A. Paton， Jr.， Asset 
A"ω叫 ting.An Intermediate Course.' 1952， p. 214 ; William A. Paton and Robert L. Dixon， 
&，四帥/，ザ Accounti吋， 1958， p. 413.) 
.69) Finney and M1l1er， 0ρ cit.， p. 333 
